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最近の5年間に18例の後頭蓋嘗動脈藤 津FAラをこ対

し 直達術を行った.SAH で発症も/た15例のうち,及2

例は PFA の破裂タ3例は未破裂,残る3例は他疾患

をこて CT,脳血管写で発見された未破裂 ㌘FA である,
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椎骨動脈合流部 VA-uri皇omの動脈癖は脳幹の前面中

filL弘一存在上 ･側し71流入動脈ハ確甘小難ト∴ 十 一脳

神経の問からタリー;}プを挿乱しなければならないため,

現在鮎なお手際の最も困難な動脈痛紗-3に挙げられて

いるZ最近我利まこの1例を経験したので,主をこ手術法
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